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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互
いに助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。
その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い



－１－

№363もうちゃん（堀越智美）

当日は、晴れていい天気。寿限無の前では餅つきが

始まっていました。

お正月の準備の中でも、餅つきはわくわくします。

お湯を沸かす人、薪
まき

割りしながらカマドの番をする人、

ついた餅をのす人…皆さん手わけで作業を進めてい

ました。

親子共々初参加で、健斗は、大勢の大人に囲まれる

経験が少ないこともあって恥ずかしがっていました。

私は、初めて合いの手をさせてもらいました。蒸しあがったもち

米を杵
きね

で程よく潰
つぶ

した後、出番です。手水をつけながらでしたが、

あっという間に手が真っ赤になってしまいました。３回ほどやっ

てみました。中腰で動くので、もう少しで搗
つ

き上がる後半で足元

がふらつきそうになり、ちょっとしんどかったです。日ごろの運

動不足を反省しました。それでも、慣れた方たちに餅の様子を見

ていただきながらの作業は楽しく、家ではできないことも、みん

なで集まり一緒にやるのはいいな、と思いました。

（堀越健斗）北小学校４年

杵はとても重くて、搗
つ

くのが難しかったけど、おいしい

お餅ができてとても楽しかったです。ごまをまぶした餅が

一番おいしいと思いました。寿限無に来たばかりは眠くて、

気分がいまいちだったけど、来年も手伝いたいと思います。



－２－

1 月 10日

左から、ぞえちゃん・きみちゃん・ぶんちゃん・かおるん

№232 民ちゃん
朝から降りしきる吹雪の中、主人に送ってもらいコンニャク作りに挑戦しました。小さなこぶし程のコンニャク芋が３

年で両手に入る大きさの芋になり、その芋が水を吸って何枚もの作れたのにはびっくりしました。またコンニャク

作りがこんなにも手間と時間がかかるものとは知りませんでした。手がかゆくなるからとゴム手袋をはめ、水の中

に芋をすり込みました。その中に精製ソーダを入れて、火にかけてかき回しました。

１０分、だんだん弾力がでてきて うすいピンク色がコンニャク色に変わってきました。

力強く練り続けていると、少し固まりだして、コンニャクっぽくなりました。それをバット

に移して、２０分ほど放置して適当の大きさに切りました。そのコンニャクをちょっと

つまみ食いしたときおいしいと思ったのもつかの間、口の中がピリ、ピリ、ピリ、あの

滑らかで優しい味のコンニャクがこんなに刺激的なものとは知らずに、びっくりしまし

た。そのコンニャクを新しいお湯で４０分ゆでました。始めはどろどろに崩れました

が、また新しいお湯に入れてゆでたら固まり、コンニャクになりました。そのコンニャ

クはもうピリピリ感はなく美味しくなっていました。家に持ち帰り、一晩置いて食べた

こんにゃくは、また格別のおいしさでした。つるりとした柔らかな味わいが口いっぱ

いに広がりました。初めてのコンニャク作り貴重な体験でした。

ウエスポストありがとうございました。 183 金井ふかちゃん

昨年９月から１２月まで、寿限無のウエスポストに多くの皆様から ご協力をいただきありがとうございました。

出していただいた布類は合計６回、約１５０ｋｇを小規模多機能グループホーム「つばさ」グループの介護支援

専門員小池拓也さんに届け、しもの介護の後の拭き取りや清掃用布巾として活用していただいています。

小池さんからも、ま～ゆの皆さんへのお礼の言葉

がありました。

ウエスの集約は、１２月末で一旦終了とさせていた

だきますが、都々平さん、ミーすけさんはじめウエス

を出していただいた皆様 本当にありがとうございま

した。

このお礼は、私からま～ゆの寄付の形でさせてい

ただきますのでご了解をお願いいたします

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫)

●トラブルの多いリフォームだからこそ

お任せください

●家のことなら何でもお気軽にご相談ください

●消費税分「ま～ゆ」が使えます

上田市御所274

℡28-7532 fax 28-8190



「絵本や本の輪

読会 （ 3 ） 。 」＋

「毎月 1 回、テ

ーマを決めて

本 の 交 換 会

（2）。」

× × ＝

一番やりたいこと

－３－

ミニワークショップ

これは、2014年 12月 10日のま～ゆ市で開かれたミニワークショップ『みんなの家でやりたいこと』をまとめ

たものです。

やりたいことは、カテゴリー分けすると「学ぶ」「体験する」「食べる」「くつろぐ」「遊ぶ」に分類できそうです。

「一番やりたいこと」は優先順位の高いものから 3 つ選択し、それら

を掛け合わせてストーリーを作ってもらいました。個々のカードの内容は、

他のカードと大差なくても、ストーリーになると生き生きしてくることを発見できたと同時に、読んでいて楽し

くなります。みなさんもご一読ください。なお、（ ）内の数字は優先順位を付けたときの票数です。

3 月 10 日のま～ゆ市では『みんなの家の使い方ルール』について、ミニワークショップをしたいと思います

ので、ご参加よろしくお願い致します。 №130ヒデさん

【Ａグループ】

学ぶ

●ペン習字教室。

●勉強会。

●読み書きそろばんの寺子屋。

●パソコン教室。

●料理教室。

●漬物の作り方教室。

体験する

●習字、写経。

●近くの山道を植物観察しなが

ら歩きたい（2）。

●ミーすけさんに草花の名前を

教えてもらいたい。

食べる

●毎月1回、持ち寄りディナーの

飲み会。

くつろぐ

●お茶会。

●お茶を飲みながらゆっくりおし

ゃべりしたい。

●ゆっくりしながら話し合い。

●宿泊して気の合う人たちと、ゆ

っくりくつろぎながら話し合う。

遊ぶ

●昔の武家スゴロクをしたい（1）。

●自由に楽しく妄想会（1）。

【Ｂグループ】

学ぶ

●読書会。

●小水力発電。

体験する

●ヨガやボディワークの教室。

●テルミーをしてもらいたい。

●蚕を飼う。

●キノコ狩り。

遊ぶ

●トランプ、すごろく、百人一首、

上田カルタ等のゲーム大会。

●映画鑑賞会。

●アコースティックギターでのミニ

ライブ

「映画の上

映会 （ 3 ）。」

＋「真夏の

夜のオール

ナイト上映

会（1）。」

「にゃんこ先生

にケーキの作り

方を教えてもら

う（3）。」＋「野草

を摘んで、食べ

る（1）。」

本や映画に出てくる料

理を作ったり、出てこな

い料理は想像で作った

りして、食べる。料理を

テーマにした映画上映

会や、本の輪読会と交

換会を開く。



× ＝

「お茶を飲みな

がらおしゃべりを

して、手芸を楽し

みたい。」＋「手

作り作品の展示・

販売。（3）＋「味

噌づくり。」 ＋

「豆腐を作って、

食べる。（2）」

「スパイラルガ

ー デ ン づ く り

（3）。」＋「 竹炭

作り。」＋「棚田

や畑の遊休地

の活用（2）。」＋

「薪の自給。」

一番やりたいこと

「バイオマス発電（3）。」＋「御泊まり

会で星を見る（2）。」

×

×× ＝「お茶会（5）。」

一番やりたいこと

－４－

【Ｃグループ】

学ぶ

●俳句教室。

●コカリナ、オカリナ、リコーダー

教室。

体験する

●ヨガ教室（1）。

●絵手紙教室。

●お菓子作りを教えてほしい。

●近くの里山に大人と子どもで

登山する。

●子ども参加できる散歩会。

●絵本の読み聞かせ。

くつろぐ

●ゆっくりお茶をしたい。

遊ぶ

●欠席した人の悪口合戦。

●けん玉教室。

●かごめかごめなど昔の子ども

の遊びをしたい。

●子どもも一緒に観られる映画

上映会。

●昔の名画ややわらかいもの（ビ

デオ

●DVD）の鑑賞会（3）。

その他

●児童クラブ。家が留守の子ども

を預かる。

●衣類のくるくる市。

●みんなの家にニックネームを

つける。

●色々なイベントの会場として利

用するといい。

食べる

●ピザ窯をつくって、ピザを焼いて食べる。

【Ｄグループ】

学ぶ

●囲碁､将棋を教えてほしい（1）。

食べる

●芋煮会など秋の収穫祭（1）。

くつろぐ

●みんなと好きなことをお喋りし

たい（1）。

●唱歌を歌う。

体験する

●料理を教えてほしい。

●そば打ち体験をしたい（1）。

●好きな楽器を持ち寄って、合

奏をする（1）。

●手品の練習。（1）

●里山ウォーキング（1）。

●お気に入りの外国へ連れて行

ってもらう。

遊ぶ

●子どもと一緒にトランプやカル

タ遊び。

●オセロゲーム（1）。

●麻雀（1）。

手芸で作った

ものや畑で採

れたものを販

売し、野菜は

料理して、お

泊り会で食べ

る。

「今日は一日ま

～ゆ楽校。国

語、算数、社

会、音楽、体育

（ゲーム）、美術

で時間割を作

る（4）。」

「ま～ゆ人

の隠れた名

人を探し、

発表会をす

る（4）。」

隠れた名人を探し出し

て、今日は一日ま～ゆ楽

校で講師をしてもらう。国

語＝俳句、音楽＝コカリ

ナ、体育＝ヨガ、社会＝

DVD 観賞、美術＝絵手

紙。休み時間はお茶会。



×

×

＝

一番やりたいこと

－５－

みんなの家プロジェクト 2015 年スケジュール

4 月 20 日(月)
みんなの家オープン 記念式典 10：00～10：30

カフェま～ゆ廿日市 10：30～

５月 20 日(水） カフェま～ゆ廿日市 10：00～

５月 22 日(金）・23 日(土） 土間の天井板張りワークショップ 9：30～15：30

６月 20 日(土） カフェま～ゆ廿日市 10：00～

６月 21 日(日）･22 日(月） 井戸の再生ワークショップ 9：30～15：30

７月 17 日(金）・18 日(土） 厨房づくりワークショップ 9：30～15：30

７月 20 日(月） カフェま～ゆ廿日市 10：00～

８月 20 日(木） カフェま～ゆ廿日市 10：00～

９月 13 日(日）・14 日(月） アースオープンづくりワークショップ 9：30～15：30

９月 20 日(日） カフェま～ゆ廿日市 10：00～

10 月 18 日(金）・19 日(土） 竹垣づくりワークショップ 9：30～15：30

10 月 20 日(日） カフェま～ゆ廿日市 10：00～

1１月 15 日(日）
小･中学生､一般を対象にした上室賀地域の古民家案内

10：00～12：00

1１月 20 日(金） カフェま～ゆ廿日市 10：00～

ハッピーバースデイは

左から

すえ吉さん・孫の手さん・

トットちゃん・ミーすけさん

「春の山菜採り（4）。」

「写真を取り、それをパソコンに

取り込んで、発信する（2）。」

みんなの家の近くの里山で、

山菜を採ってきて、料理して

食べた後、大カラオケ大会を

する。その模様をデジタルカメ

ラで写真に撮り、パソコンに取

り込んでま～ゆホームページ

に掲載する。

「カラオケ（2）。」



－６－

「疾走する馬からじっくり草を食む羊になれるか」を読んで考えること

№50 都々平

上田城の石垣は大きい石の面と面をきっちり

合わせないで間に小さな石をたくさん詰め込ん

で築いてあります。これを〝ごづめ〟というのだ

そうです。蚕都くらぶ･ま～ゆを石垣に例えるなら、

大きな石は｢ま～ゆ市｣｢季節ごとのイベント｣｢各

種プロジェクト｣等であり、会員は正に〝ごづめ〟

としてこの会の運営を担っていると思います。

〝ごづめ〟の一つ一つは岩質はもとより 色や

形・大きさは様々ですが、一緒になって｢うんこら

しょ｣っと大きな石を支えているのもそっくりじゃあ

りませんか。

石垣のそれぞれの石を見ても、全体像が分か

らないように〝個性集団〟のま～ゆは一口に説

明しようとしても どだい無理、分かり難いのが当

たり前です。

｢何だかおもしろそう｣。ま～ゆ発足の新聞報

道を見て即入会した私が直感したのはこれで、

その通りでした。そして｢ここで何かをやれるかも｣

と思ったのもズバリ的中です。ま～ゆがどんな会

か理解してから入った人っているのかなぁ？と私

は思っています。それでいいじゃないですか。

ケセラさんはそれを気にして｢プレゼンテーシ

ョン力の弱さ｣を反省されていますが、彼女ほど

説得力のある話ができる人は｢世の中にそうはい

ない｣と(圧倒的に多くの人々が)評価しています。

またパワーポイントを活用すればプレゼン力が

増すと思っているとしたら、それは単純思考です。

これが効果的に使われた講演って指を折ってみ

ても｢実～に少ない｣のは異論がないでしょう。

(技術的に稚拙なのを論外にしても)視覚に訴え

るのは｢解ったつもり｣にさせてしまう落とし穴があ

ることに留意しなければなりません。

私が入会して間もなく、ま～ゆ市で手作り味噌

の提案があり、｢味噌 PT｣が発足しました。それ

から間もなく｢田んぼPT｣も。正直私は｢地域通貨

とどこに関連性があるの？｣と戸惑い、今でもそ

の疑問は氷解されたとは言えないのです。「蚕

都くらぶ・ま～ゆ」の特徴が多様性と多面性、流

動性、柔軟性にあるのは事実ですが、それゆえ

に〝地域通貨〟が活用されているかと言えば

｢イエス｣と答えられるでしょうか？

極論すれば、ま～ゆを分かりやすくしたけれ

ばこれらを止めることです、が。

ま～ゆという石垣を支えている〝ごづめたち〟

の中からも数年来｢ま～ゆが分からなくなってき

た｣つぶやきが耳に入ってきます。大きな石は｢ま

～ゆ活動｣と思ってきたものが何だか変わってき

たのじゃないか？そんな感じを持っているようで

す。私は大きな石に｢目的をもった運動の要素が

入ってきた｣ことに由来すると考えています。

〝ともに生きる仲間としての温もりの感じられる人

のつながりと、それをベースにした自立した地域

をつくる〟ま～ゆの理念には確たる方向性はな

く、それが最大の魅力と信じています。みんなで

楽しんできているうちに〝遠くの親戚より近くの

ま～ゆ〟が形成され、１０年来培ってきた居心地

のよさがま～ゆの真髄と思っている会員は少なく

ないはずです。

昨年度のドキュメンタリー映画の連続上映会

に見られる｢運動や方向性｣が違和感につながる

と思えてなりません。ま～ゆは緩やかさを基本に

据えて〝活動〟に留めておくのが望ましいと考

えますが如何でしょうか。「じっくり草を食む羊」

に戻りましょう。

ケセラさんから先号の原稿を受け取って読んだところ、｢じっくり草を食む羊｣

のタイトルに少しばかり違和感を覚えました。｢疾走する馬｣とは何だろう？と考え

ているうちに歳末に向かい、餅つき大会から風邪を患ってナント 1 ヶ月以上も床

から起き上がれない異常な状態に陥ってしまいました。ようやく回復の兆しが見

えてきて頭の中にこの課題が浮かび、このような文章になりました。

考えることが揺れて表現も難しく こなれていないと思います。当然批判がある

でしょう。感想を含めて何らかの反応を期待しています。



№263あきちゃんです。いくつかあります！幼少ではないのもあるけど…

●自分では記憶にないのですが、赤ちゃんの頃に、お昼寝から起きたかな～と母親が私の

様子を見に来たら、なんと！うん○を食べていたらしいのです！

オムツの中にした自分のうん○を手で食べてたという…聞いてからしばらく面白くてネタに

使ってました!!

●風にあたるのが大好きだったわたし。小さい頃はよく近

所のおじさんに自転車のかごに乗せてもらい、風にあた

って喜んでいました。ベビーカーも走らせるとキャッキャ

喜んでいたそうです。

今でも、風がよくあたるジェットコースターや、絶叫物が

大好きなアラフォーです★

●中学生くらいかな？塾の帰りに自転車に乗っていて、多分冬だったと思うのですが、自転

車が滑ってひざこぞうがパックリ切れてしまったんです。でも、多少の擦り傷ではまったく動

じない私。この時も大したことないと自転車に乗って帰ったら、これはひどいと外科に連れ

てかれて、８針くらい縫いました。今でも傷があるので、覚えてます。

●高校生の時。

当時電車通学だった私。育ち盛りで体重は今より１５キロほど多くてぽっちゃりしてました。

まさか私が!!という感じでしたが、チカンにあったのです！その時に何を思ったか、これから

は自分で自分を守らないとと思い、空手を始めました。それを始めてからは一度もチカン

に会わなかったのですが(笑)、空手も白帯で高校卒業になってしまい、やめてしまいまし

た(笑)

№136 にゃんこ先生
１歳を過ぎた頃に、新築中の家の工事現場で、熱いアスファル

トの上にちょこんと座っていたような気がします。でもこれが本当

に自分の記憶なのかは全く自信がありません。

なので「印象に残っていること」を書きます。

幼稚園の３年保育の１年目か２年目のことです。３月生まれの

私は３歳か４歳でした。父親参観日に合わせて、みんなが自分の

父親の絵を描いて部屋の壁に貼ってありました。

参観日当日、私の絵はみんなに

大笑いされました。父の顔は真っ赤

なクレヨンで塗ったくられていたので

す。私も恥ずかしかったですが、父

も恥ずかしかったでしょうね。なぜ顔

を真っ赤にしたのかはナゾです。父

は、お酒に弱かったから？

ひとの顔は「はだいろ」のクレヨン

で塗らなければならなかったらしい

です。でもそれって変。肌の色はさ

まざまなのに…

－７－

ま～ゆ会員に
ききました。



子煩悩
こ ぼ ん の う

だった父 №155 黒柳
子供の頃私は父に舐

な

めるように可愛がられた、

という思いがあります。懐かしい想い出をいくつか

記してみたいと思います。

農閑期に父は時々私と妹を居間と台所の境

の段に並んで座らせてバケツのお湯で足を洗っ

てくれました。今のように毎日子供をお風呂に入

れませんから、足だけでもと垢
あか

を落としてくれまし

た。

父が会合の折詰めを持ち帰ると、いつも母は四つの皿に当分に分けました。私と妹はどのお皿

を取ろうかと見比べて取り、大事に食べていると、「お父さんは外でおいしい物をを食べてきたから

食べな」と分けてくれました。当時折り詰めはご馳走でした。

冬の夜、私と妹が寝ていたとき、父が母に話すのを眠ったふりをして聞いていました。「おい、ど

っちが、どっちだや、二人とも似ているから、良い顔して寝ているなあ、家の子は器量好しだよ、な

あ？」。後で器量好しの意味を知り、父は親ばかだと思ったものです。

冬の朝は学校へ行くまで炬燵
こ た つ

で手袋を温めてくれ、夏汗びっしょりで学校から帰ると団扇
う ち わ

で扇

いでくれた父

両親のけんかの多くは、「いいじゃねえか」と甘やかす父と、きちんと育てたい母との子育てをめ

ぐるものでした。

父は３人の女の子の後に生まれたので、跡取りだからと可愛がられ、甘やかされ、お山の大将

だったようです。青春時代の大半を戦地で過ごし、シベリア抑留から復員後、いいなずけの母と結

婚。私が生まれたとき、父は３５歳でした。欠点も多かった父ですが母が言っていたように、「お父

さんは子煩悩だけが取り柄だから」と許されています。思い起こせば父の不思議なやさしさ、温か

い言葉やしぐさ、時にはお腹を抱えて笑わせたユーモアなど子供の頃の情景が浮かび懐かしく

て、懐かしくて、ただただありがたく思います。亡き父のイメージは人それぞれですが、私にはフー

テンの寅さんのような…

東京湾で船に乗る №55 ミーすけ
私は昭和２１年生まれです。小学校へ上がる前の

年の夏、父親と東京へ行きました。どのような用事だ

ったのか分かりません、覚えていないと言うより知りま

せんでした。東京へ来たついでに海を見ていくかと

父親が、東京湾へ連れて行ってくれました。広いとこ

ろでした。「誰もいないね」と言いながら歩いていく

と、突然アメリカ兵がやってきて「どうして入ってきた

と」銃を突きつけられたか分かりませんが、びっくりし

ました。まだ昭和２６，７年の頃は東京湾にはアメリカ

兵がいて立ち入り禁止だったのです。父親が｢この

子が海を見たいと言うので来た｣と話すと、なんと船

に乗せてやるというのです。貨物船のようでした。船

に乗って波しぶきが足を濡らしそうだったことを覚え

ています。父親の話によると持っていたキャラメル

を、｢おじちゃんどうぞ｣と一つ差し出したそうです。

何か人が集まると父親はよくこの話をしていました。

小さいころの思い出
№55 Ｆ ｕ ｊ ｉ

今年のように冷たい雪が降るたびに、兄た

ちと雪だるまや雪うさぎを作って遊びました。

幼い私はすぐに凍え半泣きで家に入る

と、赤く冷たくなった手に母は「ホーホー」と

息をかけ

ながらこすってくれました。

そして母の懐に私の手を入れて温めてく

れました。

湿ったような温かい肌の温もりが懐かし

い・・・幼いころの記憶です。

－８－

甲田はきもの店 №39 甲田
●ご利用金額の10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

●靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます

上田市中央4-6-24

℡22-1272



丸い穴 №82 パレちゃん
僕の母ちゃんは秋田生まれです。

だから、信州に嫁に来て、信州の食文

化というか風習にはずいぶん戸惑ったよ

うだ。

ある時、友達を連れてきたとき、ドーナ

ッツをつくってくれた。真中がまるーく開

いていてびっくりした。なんかそのまるー

い穴がかっこいいというか

豊かなというか、子ども心においしさよ

りも、こんな素敵な形をたべさせてくれる

母ちゃんがうれしかった。

友達と一緒に大騒ぎして ほおばった

シーンをしっかりと思いだす。

同級会に行くと、よく ｢稔くんちいくと○

○○食べてうまかったなあ｣と言われる。

こういう話をすると妻から、｢だからあな

たは○○コンなのよ｣と言われる。

№．183 金井ふかちゃん
私の幼い日のかすかな思い出は、終戦の年のこと

です

①末の妹が生まれた日に、産婆さんの「赤ちゃんはこ

こにいますよ」の声としぐさ

昭和２０年１月、３歳５ヶ月

②庭の防空壕の中から見えた青空

昭和２０年８月；４歳０ヶ月

③草津の海軍病院施設で療養中の父からもらった、

宝物のような丸い肩章を、草軽電鉄の窓枠の隙間

に落としてしまい取れなくて泣きたくなった感覚

昭和２０年１０月；４歳２ヶ月

④父の葬儀の日に羽織袴で座り、弔問客にお辞儀

をさせられとても恥ずかしかった思い

昭和２０年１２月；４歳４ヶ月

戦争未亡人となった母は、３人の遺児と老父母を

必死で養い、９８歳の天寿を全うしまもなく一周忌を

むかえます

私にとって戦争の記憶はわずかですが、戦争は絶

対にいけないと思っています

積極的平和主義などと突っ張ることなく、世界でそ

んなに目立たなくてもそこそこの国として穏やかに幸

せを感じて暮らせることが何よりと願っています

－９－

子どもは正直 №．385 ぞえちゃん
小学校の入学前年くらいのことです。今から 60 年程前は私も子どもでした。

弟が体調を崩し 1 ヶ月入院した時の事、私は祖母の勤務先に預けられました。祖母は小学校の用

務員をしていました。その頃は教頭先生以下、男の先生方が毎晩交代で宿直をされていて、祖母はそ

の先生方の夕食やお風呂の用意などもしていました。

私は、祖母と一緒にいるうちに、好きな先生と嫌いな先生が出来ました。好きな先生は、遊んでくれ

たり、一緒にお風呂に入ったり、夕涼みをしたり…いつも声を掛けてくれたりする先生です。

「子どもなんか」と、相手にしてくれない先生は、当然好きになれません。

そんなある日、宿直は一番嫌いな教頭先生でした。ところが珍しく教頭先生が夕涼みに誘ってくれた

のです。夕涼みをしながら「一番好きな先生は誰？」と聞かれ「〇〇先生」と答え、そこでやめておけば

いいのに、「一番嫌いなのは教頭先生！」と、本人の前で答えてしまったのです（聞かれてもいないの

に…）。

一緒にいた祖母はどんなにヒヤヒヤしたことでしょう。

また、私の姉は「大きくなったらおばあちゃんに煙草と飴
あめ

を買ってあげるね」と言って、祖母を喜ばせ

たそうですが、私は「私が大きくなったころには、おばあちゃんは死んでいるよ」と言ったのだそうです。

正直だけど…可愛くない。でも未だに、「ソンをしても正直」な人に共感してしまう私です。



幼児期の思い出
Ｎ .Ｋ

人生の中で最も若い時の思い出

に残っているものが「母親への乳しゃ

ぶり」です。

私は7人兄弟の末っ子で、女4人、

男 3 人の兄弟で育てられました。一番

上の姉から 19 歳も離れ、私のすぐ上

の姉とも 6歳の差がある 7人兄弟の末

っ子としてこの世に出てまいりました。

幼稚園に入る前の比較的やんちゃで

動き回っていたころですが、記憶では

母親に正面から抱きつき、しわくちゃ

のおっぱいを時折吸っていました。も

ちろん乳など出てくるはずがありませ

ん。しわくちゃのおっぱいを吸いなが

ら、それをもてあそんでいた思い出が

今も鮮明に出てきます。もちろん母親

からも周りからも注意を受け止めさせ

られる圧力を感じたことがあります。最

後には乳首に辛子を塗られ降参しま

した。私にも昨年初孫ができ、おじい

ちゃんとなりました。いま考えると大変

恥ずかしい思い出ですが、35 年前に

他界した母親を懐かしんでいます。

幼児期の最も古い記憶 №341 ぽり
育ての親であるばあちゃんに手を引かれ上野駅を走る！これ

が、最も古い記憶です。

ぽりはじぃちゃん、ばぁちゃんに育てられ、幼稚園の卒業旅

行で上野の動物園に卒園旅行に。

パンダも、ライオンも、きっと象も見たいに違いない。けれど

も覚えているのは、「ウンチ！」とばあちゃんと一緒に上野駅を

走ったことだけでした。

今は高架で綺麗
き れ い

になった上野駅。駅ビルもあります。しか

し、懐かしい思い出はやっぱり、古い上野の旧駅舎ですね。

忘れられない事 №112めばえ
まだ小学校へ通っていなかったから 5 才頃の事と思い

ます。

近所 4 軒それぞれ子だくさん。毎日ワイワイ遊んだり

喧嘩
け ん か

したりして群れていました。

いつものように何人かで鬼ごっこしていた時の事。鬼に

追いかけられ夢中で逃げ、橋の入り口に積み上げてあっ

た炭俵の上へよじ登っていきました。炭俵の一番上まで

逃げた時バランスを崩し下の河原へ落ちてしまいました。

気がついた時は家の布団のなかでした。何日ぐらい寝

ていたのか記憶にないけれど、富山の薬屋さんが持って

くるハマグリの貝殻に入っている「テリヤカ」という茶色ぽ

い色の塗り薬を胸のあたりにべったり塗ってもらった事が

妙に印象に残っています。無医村だったこともあり医者

へ行くこともなく寝ていてそのうち元気になったらしい。

後で分かったことは、河原で気絶していた私を近くで

丸太を剥ぐ作業をしていた人がすぐ抱いて家まで運んで

くれた事。落ちた所も運良く石でなく、剥
む

いた木屑
くず

の上だ

ったのが幸いしたらしい。またその頃橋は土橋であまり高

くなかったと思います。

そんな事があったせいか、蚕上げが終わり繭を売った

父が赤いワンピースを買ってきてくれ、パンツもはかず着

て大喜びでした。倹約家の父にしてはすごく珍しい事だ

ったと思います。

養蚕や炭焼などで暮らしていた山奥の小さい村で育っ

た私の忘れられない事です。

街の気軽なマルチメディアショップ

㈲ 伸和印刷 №57 中澤

●ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いくださ

い

●今、流行りの自分史を作ってみませんか?

●会議資料作りに便利な、製本機能付き

高速デジタルコピー機導入しました

上田市国分１-７-12

℡22-7710 Fax22-7718

－10－

(有)スドー写真館 №346 ヒロチャン(須藤治夫)

家族写真
写真代の10％をま～ゆでお支払いできます｡

上田市中央3-15-4

フリーダイヤル0120-4840-55
ケイタイ090-6497-3833

ＦＡＸ 25-5258



他人に言いたくない話 №2 中島ごんべえ
幼児期の家庭環境を含めた体験が如何に子供の成育、特に心のあり方や情操形成に重要かを

自らの体験として語るのはごんべえとて多少の躊躇がある。

それは心の中に渦巻いているドロドロしたものを吐き出さなければならないからだ。

それは私が３、４歳の頃（当然記憶はない）だとおばあさんから聞かされていたことである。母親が

姉と妹を連れて実家へ帰ってしまったのだ。まだ小さな私を置いていくにはそれなりの事情があった

に違いない。おばあさんと近所のジュンコちゃんというお姉さんに面倒を見てもらっていたようであ

る。わずかにこのジュンコちゃんにおんぶされた時の背中のぬくもりの記憶があるような気がする。

戦後間もなく敗戦の混乱の中、父親は３５歳で村長になった。自らの思想とは相容れない戦争に

駆り出され、日中戦争から太平洋戦争まで主に中国大陸で軍隊生活を送り、「二度とこの様な戦争

を起こしてはならぬ」と固い決意で帰国し、新しい村を作ろうと立ち上がった頃であった。

しかし理想とは裏腹に現実は混乱の中にあった。若い村長の頭はストレスで極限状態にあったに

違いない。家庭を振り返る余裕など無かったであろう。

一方母親の方も子育てと生きていくために慣れない百姓仕事で父親の苦悩を理解する余裕など

無かったであろう。家庭内でいさかいが続き、思い余って行動に移したと容易に想像できる。「男の

子（私）だけは置いて行け」と聞こえるようである。

どの位の期間母親が居なかったのか分からないが、かなりの期間だったと思われる。母親が帰っ

てきてからも私は何時も母親がまた居なくなってしまうのではと不安でいっぱいだった。外から帰った

時の最初の言葉は「母ちゃんいる？」が口癖だった。

その頃から私の素行が荒れだした。喧嘩やいじめは茶飯事。就学前の託児所では「お宅の息子

は預かれない」と断られたそうである。小学校に入り１年生のお昼時、机の上にあるお弁当を踏みつ

けて歩き、気の弱い同級生にも強要したのである。「アルマイトの弁当箱が潰れる」との苦情が出、

「邦夫ちゃんにやられたと」大騒ぎになったのである。

なぜあんなに荒れたのか自分でも良くわからない。多分母親がまた居なくなるのではとの不安と心

配が心を不安定にし乱暴な行動に駆り立てたのではと、今は思っている。２年生になった頃からこの

行動は治まった。家庭内の落ち着きと時を同じくしている。

この様に幼児期の家庭環境は子供の成育に特に情操面で重大な影響を与えるのである。子育て

中の皆様、心して頂きたい。さてごんべえのひねくれはこの影響か？

№29幸ちゃん
小学二年生まで南天神町の市営住宅

に住んでいました。

幼稚園は城下幼稚園（名称は覚えてい

ない）、覚えているのは道草したことだけで

す。

上田橋を渡ってからは殆ど田んぼで、

農業用水でしょうか１メートル幅くらいの川

はいろいろ遊べます。あるとき下駄を流し

てしまい、三人で必死においかけ拾いまし

た。

千曲川が氾濫したときは、朝起きたら父

の会社の所長さんの家でびっくりでした。

ふだんの千曲川は、夏はプール、冬は

土手でそり遊び、遠くへ行かなくてもたっ

ぷり遊びました。水着はなし、そりは手作り

です。

－11－

網棚の忘れ物 №55 ミーすけ
私の記憶の中で一番古いものは、コタツの上に

乗ってみなにあやされていて、転がり落ちて、イタ

イイタイと泣きだしたことです。周りの大人があわて

てどうしたどうしたと体を触ってみて、腕が折れて

いるかな？折れていたらこんなもんじゃない(この

場面は想像)

母のねんねこに

負ぶさって電車に

乗って医者に行き

ました。電車から降りるとき母が網

棚に載せた荷物を忘れていたら、

そこ、そこと言って教えたそうです。

ことあるたびに母は小さい頃は気が付いて利口だ

ったと話してくれました。３歳ころのことでしょうか。

家族から聞いた話を想像して場面が出来ている

かもしれません。



№1 ケセラ
多分３歳半か４歳の頃だったと思うから、もう６０年近くも前ってことだ。え～～！！ 半世紀以上も

昔？！！もう気が遠くなりそう。でも、いくつかの場面がフラッシュバックしてくる。

その一つ

私が育ったのは農村地帯で近所には同じ年ごろの子どもがわんさかいた。一番の仲良しは前の家の

同い年のまさちゃん。その１歳上のちかちゃん、裏のしょうこちゃん、さっちゃん、りっちゃんといつもころ

ころ遊んでいた。

このころは道路が子どもの遊び場のひとつでもあった。家の先の大きな

道には１日に２回～３回くらいしかバスも通っていなかった。たまにリヤカー

を引いてくる人や自転車が通るくらい。自動車なんてめったに通らない。歩

く人だってまばらで、とってものんびりとしたものだった。

どういういきさつだったか今は定かではないが、何人かでその大きな道で

遊んでいると、向こうから知らないおばさんが歩いてきたので、思わずぺこり

と頭を下げてあいさつしたら、おばさんもニコッと笑ってあいさつを返してく

れた。それが何だかすごくうれしくて、それからは、もうみんなで来る人来る

人（といっても本当にたまにしか人は通らなかったけど）並んであいさつをし

まくった。

知らない大人たちから、ちゃんとあいさつが返ってくると、けたけたと笑い転げて、そのあいさつ遊び

を続けていた（通る人を待ちながら）。のどかにゆっくりと時間が流れていたあの頃。今から考えるとなつ

かしくて不思議な光景です。

幼児期の頃の最も古い記憶
№226 のだま

母の妹の娘、つまりわたしの従姉妹
い と こ

は一つ年下なので、その時わたしは 2

歳か 3 歳だったと思います。

1 歳くらいであると思われる従姉妹

が歩けるようになったとみんなで喜ん

で散歩に出たようで、彼女はなぜか素

っ裸でした。夏だったのでしょう。

お尻の蒙古斑
も う こ は ん

をみてオトナたちが、

「お尻が青いわねえ、赤ちゃんねえ」と

話していて、わたしも心の中で「まだま

だ赤ちゃんねえ」という気持ちを持った

のが、今説明できる最も古い記憶で

す。自分のお尻も青いのを知らずに上

から目線・笑。

№50 都々平
防空壕

もっとも古い記憶は(多分昭和２０年)家の裏の空き地に掘

った防空壕に近所の方たちと入ったことだと思います。防空

頭巾をかぶってじめじめした穴に息を潜めていたのが脳裏

に焼き付いています。

せんもん
・ ・ ・ ・

(現信大繊維学部)が空襲で燃え上がっていたの

を外に出てこわごわ見たのも覚えています。

父親と初対面
隣の裏庭で遊んでいるとき近所の清水のおばちゃんが

｢みっちゃん、お父さんが帰ってきたよ｣と大声で知らせてくれ

ました。大急ぎで裏口から家に飛び込むと、玄関にすくっと

立って上半身裸の父ちゃんが汗を拭っていたのを鮮明に記

憶しています。胸毛がふさふさしていたような感じでした。こ

の時母親と兄が一緒だったはずですが、初めて見た父ちゃ

んだけしかスポットライトは当たっていなかったようです。

空っぽの遺骨箱
父親の弟がソ連軍に極寒のシベリアに連行されて強制労

働の果てに戦病死させられた事実は会報７４号(１２ページ)

に記しました。私が結構物心ついた頃、その遺骨箱が市役

所を通して届けられました。ティッシュ箱の半分くらいの桐箱

でふたを開けてみた父は相当落胆したと思います。中には

紙っぺら一片だけで(何か書かれていたかもしれませんが)遺

髪はおろか爪すら入っていなかったのでした。

戦争って本当にむごい。幼心にそう感じました。
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なつかしい思い出 №232民ちゃん
子供の頃の思いでは沢山ありますが、はっきり覚えているのは小学校の２年生のときでした。私は

３人兄弟の長女です。私が７才、弟が６才、妹が３才でした。昔は幼稚園や保育園がありませんでし

たので、子供たちは皆、外に出て道で遊んでいました。そして大人たちはそんな子供たちを皆で見

守ってくれました。自動車も少なく、行き来もまばらでしたので、子供たちは伸び伸びと遊びまわりま

した。親は畑畑の仕事が忙しく、薄暗くなるまで働いていました。長女だった私は弟や妹の面倒を任

されました。そして、家の横にはため池がありました。その池の土手では遊んではいけないと厳しく言

われていました。その池にはヨシがいっぱい茂っていました。或る日そのヨシを取りに行き、手にする

と、私たち３人はその場でチャンバラごっこをして遊び始めました。それが面白くって、時間のたつの

も忘れて飛び回っていました。その場を親に見つかり、家に連れ戻されて、大変直なオシオキを受け

ました。長女だった私はお尻をじゅうのう(こたつに火を入れるときに使う)で思いっきり叩
たた

かれました。

叩かれて叩かれて、お尻が真っ赤に腫
は

れ上がりました。そして腰掛けることが出来ず、学校を休んだ

のです。あの時戦争から帰ってきた父がまだ気も荒く、強く叩かれたのだと思っていましたが、後に

なって、「私が叩いたんだよ」と、母に聞かされ唖然
あ ぜ ん

としました。今はなき母親の深い愛のムチだった

と、なつかしい思い出のひとつとして残っています。

春の蓮華
れ ん げ

畑 №347 ほのじゅん
小さい頃、蓮華の季節になると、家族

みんなで電車に乗って、埼玉県にある巾

着田というところに行きました。川によって

削られ、作られた地形が巾着のようだった

ので、つけられた地名だそうです。

毎年恒例、母がお弁当を作ってくれ

て、父や祖父に手を引かれ、蓮華の花が

一斉に咲きそろう、広がる田植え前の

田んぼをたのしみに、ピクニックに行きま

した。

周囲の小川では川遊び。ふなやおた

まじゃくしを捕まえたり。アメンボを追いか

けたり。蓮華の花で冠も作りました。

今では、秋の曼珠沙華
ま ん じ ゅ し ゃ げ

の名所にもなっ

ているそうです。一度そちらも出かけてみ

たいなーと思いつつ、

私にとっての一番の思い出は、一面に

咲く蓮華のお花畑。

幼い頃、家族と

過ごした、のどかな

春の原風景です。

№76 ぶんちゃん
今でも脳裏に鮮明に浮かぶのは、

今では、亡くなっている母が織ってくれ

た黄緑色とピンク色の着物です。家で

蚕を飼っていたのでその繭から糸を紡

ぎ機織り機で、織ってくれたものです。

お正月に着た時は、とてもうれしかっ

たです。母は布団作りもしていてよく真

綿を広げる手伝いをしました。着物も

洗い張りをよくしていました。

母の年齢の人達は、味噌やうどんや

そばもすべて手作りで、その上農家の

仕事もこなし、よく働いたと今では、感

心しています。現代の世の中は又手作

りが最高の贅沢
ぜいたく

といわれています。私

は母が織ったであろう紬の着物をコー

トにリフォームしてもらって着ています。

軽くて暖かいし柄も気にいっていてと

ても着やすいです。
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幼い頃の記憶 №130 ヒデさん
城下保育園に通っていた頃の話だから私が５才ぐらいのときだったのだろう。私の家の隣

に住んでいた伊藤のおばちゃんは保育園で園児のおやつを作っていた。そのおばちゃんが先

頭を歩いて集団で城下保育園に登園するのだ。後尾にはきっと園児の母親が交代で就いてい

たのだと思う。ある日、私は並んで歩いている子とおしゃべりに夢中になり、幅も深さも 30cm

ぐらいの側溝に右足がはまり、怪我はしなかったが、靴と靴下とズボンの裾が濡れてしまい、

後尾にいた誰かの母親に助けられ、泣きながら家に引き返した。

家では母親が別のズボンと靴下と靴を用意してくれ、着替えたのだが、そのズボンの裾に

は赤いチェックの模様が着いていて、それが嫌で、私は「保育園に行きたくない」と駄々を

こねた。母親はそんな私を無理やり自転車の後ろに乗せ、保育園に連れて行った。保育園に

着くと自転車の後ろに座ったまま涙を流している私のそばに先生が近づいてきて「みんなと

一緒に遊びましょ」とやさしく言ってくれた。同じクラスの仲間の中にはトンビの羽を得意

そうに持っていた子が「これあげるから一緒に遊ぼう」とも言ってくれ、赤いチェックの模

様が着いたズボンが恥ずかしく、嫌で仕方なかったが、トンビの羽欲しさに自転車を降りた。

私は当然トンビの羽がもらえると思っていたが、その子は私が自転車を降りるのを見ないう

ちにさっさと他の子と遊び始め、トンビの羽をくれると言った約束があっと言う間に反故に

なった。私の頭の中は一瞬「？」で一杯になったが、私も別の友達と遊び始めたら、トンビ

の羽も恥ずかしかったズボンのことも、すっかり忘れてしまった。しかし、半世紀以上たっ

ても私の記憶にはこうして残っている。

幼い頃の記憶 №130 ヒデさん
城下保育園に通っていた頃の話だから私が５才ぐらいのときだったのだろう。私の家の隣

に住んでいた伊藤のおばちゃんは保育園で園児のおやつを作っていた。そのおばちゃんが先

頭を歩いて集団で城下保育園に登園するのだ。後尾にはきっと園児の母親が交代で就いてい

たのだと思う。ある日、私は並んで歩いている子とおしゃべりに夢中になり、幅も深さも 30cm

ぐらいの側溝に右足がはまり、怪我はしなかったが、靴と靴下とズボンの裾が濡れてしまい、

後尾にいた誰かの母親に助けられ、泣きながら家に引き返した。

家では母親が別のズボンと靴下と靴を用意してくれ、着替えたのだが、そのズボンの裾に

は赤いチェックの模様が着いていて、それが嫌で、私は「保育園に行きたくない」と駄々を

こねた。母親はそんな私を無理やり自転車の後ろに乗せ、保育園に連れて行った。保育園に

着くと自転車の後ろに座ったまま涙を流している私のそばに先生が近づいてきて「みんなと

一緒に遊びましょ」とやさしく言ってくれた。同じクラスの仲間の中にはトンビの羽を得意

そうに持っていた子が「これあげるから一緒に遊ぼう」とも言ってくれ、赤いチェックの模

様が着いたズボンが恥ずかしく、嫌で仕方なかったが、トンビの羽欲しさに自転車を降りた。

私は当然トンビの羽がもらえると思っていたが、その子は私が自転車を降りるのを見ないう

ちにさっさと他の子と遊び始め、トンビの羽をくれると言った約束があっと言う間に反故に

なった。私の頭の中は一瞬「？」で一杯になったが、私も別の友達と遊び始めたら、トンビ

の羽も恥ずかしかったズボンのことも、すっかり忘れてしまった。しかし、半世紀以上たっ

ても私の記憶にはこうして残っている。
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動物たちの声になりたい その１ №136 にゃんこ先生

「この世のあらゆる暴力がなくなりますよ

うに。動物たちの苦痛と恐怖が減りますよう

に。そのために私にできることを私がする力

と勇気と機会をお与えください。」

科野大宮社への初詣で、こうお祈りしまし

た。初詣に限らず、神社仏閣に立ち寄った際

に、お賽銭の百円玉を投げ入れて手を合わせ、

心底から発するのは、いつもこの祈りです

「動物たちの声になりたい」。ま～ゆ会報の

紙面をお借りして、人間が動物たちに与えて

いる暴力のことと私の思いをつづらせてくだ

さい。

初回は、私がヴェジタリアン（卵も乳製品

も一切の動物性食品を摂らないヴィーガンに

なろうと努めていますが…）になった経緯か

らお話します。

私が肉も魚も食べないことは、ま～ゆの中

でも多くの皆さんが知ってくださっています。

手料理を持ち寄る時にも、「にゃんこ先生が食

べられるように」と、動物性の素材を抜いて

作ってくださるお心遣いに、内心手を合わせ

ています。暮れの餅つきの時も、鰹節
かつおぶし

の入ら

ないおろし餅を、後か

らわざわざ拵
こしら

えてく

ださったと聞きまし

た。ありがとうござい

ました。

話は 1999 年５月に

遡
さかのぼ

ります。上田にＵ

ターンする直前のこ

とです。私は退職し、

引っ越しまでひと月

の自由を満喫してい

ましだ（ヒデさんはす

でに前年の暮れに上田に越していました）。

新緑の表参道をぶらぶらしていて、ふと、

クレヨンハウス（落合恵子さんのお店です）

の３階で開かれていた動物実験の写真パネル

展に立ち寄ったのです。猫のアンジーと暮ら

し始めて６年、大の猫好きだった私はそれま

で「捨て猫防止会」「藤田ワンニャン会」他の

動物保護団体に寄付したりはしていましたが、

対象は家庭動物（主に犬と猫）ばかりでした。

実験動物については、考えたこともありませ

んでした。動物実験、可哀そうだけれど仕方

ない、いつの間にやらそう信じ込まされてい

た人間のひとりだったのでしょう。展示され

ていた、「身動きできないよう固定され、死ぬ

まで電気ショックを与え続けられる猫」と説

明書きのついた写真は、そんな私の心と頭か

ら離れなくなりました。

でも、すぐに行動を起こしたわけではあり

ません。野上ふさ子さんが代表を務める２つ

の動物保護グループ、ＡＶＡ－ＮＥＴ（動物実

験廃止全国ネットワーク）とＡＬＩＶＥ（地球

生物会議）に私が入会したのは、それから約

１０か月後でした。（ちなみに、クレヨンハス

スでのパネル展は別の団体ＪＡＶＡの主催で

した。）第二の人生を動物たちを救うことに捧

げたい、と張り切っていました…。

家庭動物、畜産動物、実験動物、野生動物

…、すべての生き物を保護の対象にするなら

ば、菜食はごく自然な選択として見えてきま

す。犬や猫の命と、牛や豚や鶏の命との間に

何ら差異はありません。牛を食べながら毛皮

反対や捕鯨反対を叫ぶなんて、私にはできま

せんから。

その時、冷凍庫には好きだ

ったハンバーグがまだ残って

いました。それを食べてから

やめよう、初めはそう思いま

した。が、もうその時点で肉

を口にしたくなくなっていま

した。結局そのハンバーグは食べずじまいで

した。肉と魚を断ったら、気分すっきり、晴

れ晴れとしました。倫理的理由で菜食に転じ

たので、ちっともつらくはありませんでした。

この 15 年間、我慢とは一切無縁です。

36 歳で菜食になるまで、大量には食べませ

んでしたが、肉を食べることをためらったこ

とは一度もありません。殺した生きものの身

体の一部だと知りながら、です。美味しかっ

たことを思い出す肉料理もいくつかあります。

でも、それが生き物を殺したものであるかぎ

り、二度と食べません。

ややおおげさに言えば、私は肉食をしない

ことに、命をかけています。次回、そのあた

りのことをもう少し詳しく書かせていただき

ます。
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№337ほのじゅんこと 落合淳子さん

祖父母の想い出
ほのじゅんさんの出身は東京の練馬です。

サラリーマンと専業主婦の両親、妹と弟、10代

まではおじいさんも一緒に暮らしていました。

お母さんは満州生まれ。敗戦色が濃くなった

昭和２０年、家族は引き揚げてきました。

戦時中の満州での暮らしや、広島出身の父方

の祖父がドイツにいた頃、故郷で原爆投下があ

った話は、おじいちゃんおばあちゃん子だった

小学生の頃、祖父母に戦時中の話をインタビュ

ーする宿題が出て、いろいろ聞いたそうです。

子供の頃
ほのじゅんさんは幼稚園の頃から引っ込み思

案、お転婆だけど内弁慶で、本が友達、小学生

から高校生までずっと、図書委員をしていたそう

です。

スポーツが一番得意だったものの、部活内の

体育会系のノリと、無口で文化部的な自分との

ギャップに秘かに悩んでいたそうです。

家では山歩きが好きなお父さんが、週末毎や

長い休みに、海や山へ連れていってくれました。

内気な自分を変えたい、親から干渉されたく

ない、誰も知らない自然が豊かなところへ行きた

いと、高校は茨城県を選び、寮に入りました。

この入寮が狭き門で、珍しく真剣に、こんなに

一生懸命になったことがない！ほど勉強したと

か。

寮では毎日が修学旅行、悩みもありましたが、

バレーボールと、ルームメイトとのお茶の時間や

お菓子作りを勉強そっちのけで楽しんでいたそ

うです。

大学時代
専攻はアメリカ文学でしたが、週 3 のハイペー

スで都内各所の名画座(２本立てで、料金は半

額の映画館)に通いつめ、バレーボールサーク

ルと陶芸研、バイトでいそがしく、学科では落ち

こぼれまくり、その影響で、それまでまったく理解

できなかったサリンジャーとボウルズが愛読書に

なったとか。

当時初めての一人旅が、バスと列車を乗り継

いでの宗谷岬行きで、この時不覚にも、おひとり

さまの味を占めてしまったそうです。

海外インターン体験
大学の３年を終えてから、１年間文化交流事

業に参加。日本文化をアメリカの子供たちに授

業で伝えるインターンに。

習字の授業に使う筆を友人から集め、お母さ

んからは茶道や着付けを習い、母校と日本の行

事、風景などをスライドにおさめるなどして準備。

ホームステイしながら、ユタ州とアラスカ州の

幼稚園から高校のクラスをドサ回り、先生たちの

リクエストに応えて授業をしていたそうです。

印象的だったのは、アラスカで自給自足に近

い暮らしを営むロシア系ビレッジの学校と人々。

世界を転々と渡り、アラスカ移住に至るまでの家

族の歴史と、子供たちの手先の器用さだったと

か。

ロシア革命を逃

れ中国、南米、アメ

リカ本土で生きて

きた老人が、昔覚

えた日本語を披露

してくれ、民族衣

装をまとった小さな

幼稚園児たちが、

自家発電機が作

動する校舎で、教

えたばかりの折鶴

をすーっとマスターしてすぐに折り出し、驚いた

そうです。

サマーキャンプ体験
アメリカの夏休みは３ヶ月。サマーキャンプの

お姉さんを志望しました。

トラックの荷台にポンと載せられ、カリフォルニ

アのハイウエイを８時間北上、湖のほとりのワイル

ドな手作りのキャンプ場に着きました。

参加人数は１００人程。ホワイト、アフリカ系、

プエルトリカン、アジア、ヨーロッパ系…様々な人

種、境遇の子供たちが参加。

野生動物たちが普通にうろうろ歩いているよう

な場所で、眠るときはテントもなく、寝袋のみで満

天の星空の下でごろり。真夏でもいつも冷たく美

味しい湧水を毎日飲み、野性に目覚めました。

ベジタリアンの人々にも出会い、植物性のお

いしいキャンプフードにビックリ。体内時計ってホ

ントにあるんだ～と、野外生活で心身整っていく

中、実感したと話されました。

今でも暗闇と野宿は、恋しいほどに屁のカッ

パ、なのだとか。
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トレッキングの引率をし、湧水で茹でたそばを

箸で食べ、日本のルーと焚き火で作ったカレー

ライスをご馳走したり、習字、日本の歌や俳句の

作り方を紹介したり。

日本人は自分ひとり。２４時間英語と子供漬け

の生活でした。

排水溝もない場所で、石鹸を使っても、林檎

の芯ひとつ捨てても、その場所の生態系を一気

に壊してしまう。

自分が一人、ただ生きているだけで、地球に

こんなにもインパクトを与えていることを初めてダ

イレクトに自覚する日々でした。

電気、水道、ガスのない山の中での３ヶ月は、

東京では経験できないことばかり、最高の夏休

みだったそうです。

世界が歴史的、経済的にも大きく変動する中、

外側から日本を眺めることで、日本の立ち位置

や故郷の有り難さもしみじみ感じる日々だったそ

うです。

自分の店を持つ
大学卒業後、社会にでて勤めましたが、オフィ

スに閉じ籠り、パソコン漬けで体調が悪くなって

きた頃、9.11 が起こり、アメリカ系企業だったこと

もあり、会社を辞めました。

行きつけだった中国茶専門店で玄米ランチや

スイーツを作る仕事につき、その頃佐藤初女さ

んを知ったそうです。

人間、おいしいお茶とごはんと穏やかな気持

ちがあれば、心も身体も平和に健やかに暮らし

ていける、と実感するようになりました。

地元のお祭りで、若杉友子さんや福岡正信さ

んという方々に出会ったのもこの頃でした。

近所にあった閉店間際のカフェをやらないか

と誘われていた頃、

職場の人に紹介された安曇野のシャロムヒュ

ッテを訪れ、毎年開催されていたパーマカルチ

ャー塾を知り、カフェの立ち上げと平行し、長野

通いが始まりました。

学生時代を過ごした井の頭公園のそばでオ

ーガニックカフェを営みつつ、「六ヶ所村ラプソ

ディ」の上映会を手伝ったり、近くの農園に援農

に行ったり。

カフェでは様々な手仕事ワークショップや、展

示、ライヴ、ミーティング、映画上映会が開かれ

ていました。

すごいま～ゆ
三鷹にも地域通貨があり、ほのかふぇも加盟

店でしたが、実用にはなかなかの難しさを感じて

いました。

たくさんの人たちと繋がれた濃密な３年間の

お店でしたが、濃密過ぎていそがしく、また高い

家賃に辟易し、一旦店を閉じました。

その後、3.11 を経て、昔からの夢、田舎暮らし

を実現しようと、運転免許を取り、介護業務の講

習を受け、信州へ引っ越してきました。

移住前、つながるマーケットやリフレッシュキャ

ンプ、コラボ食堂の存在を知り、ま～ゆが、トラン

ジションタウンの説明会や全国フェスタを開催し、

これからＴＴも立ち上がるらしい、と聞き、上田は

進んでるなーと。

三鷹のカフェ時代、グループ野原さんから購

入していた野菜の生産者、丹野さんに畑で会っ

た時もびっくりしたそうです。

移住後、どんちゃん、はづきちゃん、あじめち

ゃんとお米作りを始めました。

今年は、こずえちゃん浜ちゃん夫妻たちが、

田んぼのお隣さんでした。

今は、コラボ食堂、松尾町フードサロンでのラ

ンチタイムと、つながるマーケットなどの地元イベ

ントで出店しています。

4 月から「ま～ゆカフェ廿日市」のカフェ担当も

始めます。

今後は、パートナーと自分の家族を作り、友人

たちと作物を自給、交換し合いながら、有機的に

いろんなひと、もの、こととつながって、自分のペ

ース、いいかんじで、ほのかふぇを続けていくこと

が夢だそうです。

ほのかふぇは、日本人の主食である、(瑞)穂の、

カフェ、という意味も含んでおり、田植えもしたこ

とのなかった自分が、周りの人たちとお米作りを

始めることになった巡り合わせが、今、とても幸

せで、感謝していることのひとつだそうです。

ミーすけ/ほのじゅん 記
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石垣で見た総選挙雑感 №114 辛口こと 宮崎省吾 2015/01/20

総選挙の開票翌日（12月15日）の地元紙､

琉球新報と八重山毎日新聞の一面トップは､

沖縄の４つの選挙区で野党が完勝したことを

最大級の大きさで報じていました。琉球新報

は『「辺野古反対」の⺠意再び』､⼋重⼭毎⽇

は『「オール沖縄」４選挙区勝利』というタイ

トルを使っていました。『「辺野古反対」の⺠

意再び』は､昨年来の辺野古地元の名護市⻑選､

沖縄知事選に続いての３連続完勝という意味

で､『「オール沖縄」４選挙区勝利』は､選挙構

造が既成の政党ではなく､「オール沖縄」対「自

⺠・公明」となっていたことを指しています。

この辺は内地の人にはよく伝えられていない

部分だと思いますが､要するにこの間の選挙

は「辺野古反対」か「容認」かのシングル・

イッシュ（単一争点）で､集票主体も「オール

沖縄」対「⾃⺠・公明」で､「辺野古反対」＝

「オール沖縄」､「辺野古容認」＝「⾃⺠・公

明」という構造になっていて､非常にわかりや

すく､かつ既成の政党政治の枠を超えたもの

になっていたことです。沖縄⾃⺠党は分裂し

て､今回４区で当選した仲⾥⽒は元⾃⺠党の

県議で､県会議⻑までつとめた⼈ですが､⾃⺠

党を除名され､無所属で立候補した人です。こ

うした選挙構造はこれまでに見られなかった

ものだと思います。「オール沖縄」は「政党」

ではありません。政策といったものは全くあ

りません。かといって政党色が全くないので

もありません。各区の候補者は共産､社⺠､⽣

活の党籍を持ったまま､４区は前述の仲里氏

で⾃⺠党を名乗れず無所属で出⾺しました。

当選者はそれぞれの党の議席としてカウント

されました。石垣の宣伝カーで聞く限り､各党

とも「選挙区はオール沖縄・仲里､比例区は

✕✕党へ」の一点張りでした。風変わりな選

挙でしたが､これが『全国的に⾃⺠が「１強」

を維持した選挙戦で､沖縄は対極の結果とな

った。』（琉球新報）のです。都々平さんに依

れば､「沖縄以外は総白痴化」現象です。

もっとも､本当にそうかいなと疑問を感じ

る部分もあります。比例区が政党選挙のまま

でしたから､選挙区で落選した⾃⺠の４候補

はすべて比例区で当選し､維新の１人を合わ

せると沖縄出身の国会議員は９人となり､う

ち４⼈が⾃⺠という全国的な状況にきわめて

近いものになっていることや､石垣など八重

⼭地⽅では､⾃⺠の候補者がオール沖縄の候

補者を上回る得票を得ていることなどです。

⾃⺠の幹部が必ずしも負けたわけではないと

強弁するのも無視できないと私は感じます。

八重山では､尖閣問題の先鋭化による一種の

「尖閣特需」が発生しており､悪くいえば「紛

争（戦争）期待感」に充ち満ちています。人

口1600人の与那国島には自衛隊のレーダー

基地が200人規模で新設され､10億円の基地

交付金が転がり込んで来ます。石垣では海上

保安庁の大型巡視船が２隻増備され､400人

の増員です。石垣のマンションはがら空きだ

ったそうですが､今や不動産業者が空室を押

さえるのに狂奔しています。沖縄のＧＤＰは

ずっと全国最下位です。その沖縄の中でも離

島の貧しさは一見して明らかです。お金の魔

力に翻弄
ほ ん ろ う

される条件は間違いなくあります。

しかし､別の現象（私にとって）も今回の選

挙でありました。それは普天間基地の地元､

宜野湾市でも､オール沖縄の候補者が⾃⺠の

候補者を大きく引き離した票を得ていること

です。つまり普天間の撤去と辺野古移転反対

が同時に主張されていることになります。平

たくいえば､普天間からは出て行け､辺野古に

は行くなという主張です。これは全く正当な

主張です。そもそも普天間が都市のど真ん中

にあって危険だとするのならば､その即時撤

去は移転先の有無によって左右さるべきもの

ではありません。問題を「移転」にすり替え

るのはきわめて悪質なペテンです。逆に言え

ば､政府は普天間の「危険」を本当に危険だと

認識していないことの証明です。口では普天

間の危険は一日も猶予できないといいながら､

実は辺野古の基地新設が一日の猶予も出来な

いといっているのです。そして､その移転に反

対している沖縄の人たちに責任を転嫁し､反

対派が普天間撤去を妨害しているというので

す。これはペテンそのものです。宜野湾の人

たちが､これを見破ったのは大きいと思いま

す。

これは､沖縄の基地問題に限ったものでは

ないと思います。日本の政治は､巨大なペテン

によって私たちを支配してきましたし､これ

からもしようとしています。主権在⺠を選挙

に矮小化
わ い し ょ う か

し､実態は主権在国家を推進する､こ

のペテンをどう打ち砕いていくかが､私の関

心事です。私は選挙が既に主権在国家の粉飾

に過ぎないものになっていると思っており､
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投票によって（政権交代はあるにしても）

政治が変わるとは思っていません。政権交代

はお上の交代で､お上・下々の関係はそのまま

だと思っています。

以上､舌足らずですが､石垣で見た選挙雑感

でした。これからはリンちゃんを見ならい､

ＧＤＰ視点ではない､ここの魅力と豊かさを

発見していきたいと思います。もちろん辺野

古の座り込みや与那国のレーダー基地反対運

動の話を聞きにも行きます。結構忙しい！

お粗末でした。お後がよろしいようで。完

One's Cinema スタートしました

2014 年 12 月 20 日、小牧のこぶし会館に於いてOne's Cinema という自主上映会を
スタートさせました。
初回上映作品は『ジョン・ラーベ~南京のシンドラー』という映画です。
悪天候と冷え込みの中、100 人近い方に足を運んでいただき、小幅の赤字で済ん
だこと、感謝しています。

上田市に転居してきて約 1 年が過ぎましたが、

ようやく落ち着いて自分のやりたいこと､栃木県に

居たときにやっていたことを再開しました。

幼児の頃から祖母に連れられて通っていた

映画館、そこで観た映画の切れ端が心の中に巣

くっています。昔の思い出というと必ず浮かび上

がってくるのです。

若い頃に携わっていた舞台の活動をやめた

後に始めたのが映画の仕事だったのは、そんな

生い立ちがあったからかもしれません。岐阜教育

映画センターとの出会い、地域での自主上映運

動を繰り返し、興業館では取り上げられない作品

を少しでも多くの人たちに観てもらい、共感し合う

空間を作り出す、そんなことにやりがいを感じて生

きてきました。

親の介護で帰省した栃木県は、年間上映作品

数が全国で下から２番目の少なさだったこともあり、

｢それなら個人でもやれる企画を考えよう｣と始め

たのが“One's Cinema”でした。

はじめはカタカナで表記しようと思っていたの

ですが、｢アルファベットの方がいいですよ、本来

英語なんだから・・｣と毎日新聞の記者さんがアド

バイスをくださり、現在の表記になりました。２００６

年のことです。

作品選択は個人の感性に従い、広報は地域

紙を頼り口コミを活かして経費はすべて自己負担。

赤字になれば自腹を切り、黒字になれば次回の

経費に充てるというやり方で、何とか続けてきまし

た。２０１３年の暮れには『名張毒ぶどう酒事件』奥

西さんの弁護団にカンパも送れました。死刑廃止

運動にも寄付できました。

２００６年の第１回が１２月２３日、そして今回の

再スタートが１２月２０日、１２月になったのは偶然

ですが、上映作品『ジョン・ラーベ』の内容に合わ

せたつもりです。ちょうど７７年前のこの日に南京

でどのような事態が起こっていたのか・・・・・、今回

上映した作品は５年前に完成した独・仏・中合作

映画です。日本の興業会社はどこも手を上げず

に｢皇族も出ているし、日本国内の上映は無理だ

ろう｣と、いわれていたものを市民運動で資金を集

め上映権を買い取ったものです。２０１４年の春に

東京で初上映が行われ、夏に文京シビックセンタ

ーで行われたときに観に行きました。『アイリス・チ

ャン』や『天皇の名の下に』などの上映を通じてラ

ーベの名前や活動を知り、『南京の真実』という彼

の日記も読んでいました。

でも、教科書ではもちろん教えてくれません。

マスコミも政府からの圧力で（NHKに限らず）触れ

ないようにしています。しかし世界中の人々は当

時から知っていました。当事者である日本人の一

般市民が｢知りません｣では済まないことだと思っ

ています。お隣さんと仲良くすることがお互いに共

存する第一歩だと思うのですが、目先の小さな利

害関係を強調して付き合いにくくしようとしている

流れは何とかしないと･･･

メディアやマスコミはあくまで情報伝達のツー

ルの一つに過ぎません。必ず、経営者の意向や

政権側からの圧力というバイアスがかかっているこ

とを意識して接してゆかないと国民は利用される

だけです、危ないですよ・・・・と、いうようなことを

少しでも知り、考えることにつながればいいなぁ~と

勝手にこれからも企画してゆきます。上映会場は

できれば固定化したいのですが、今後の成り行き

で変わるかもしれません。上田市内で東京の“ユ

ーロ・スペース”や“ポレポレ東中野”“アップリン

ク”みたいなミニシアターができるといいですね。

“ポレポレ東長野”なぁ～んちゃって！ №381殿下でした。
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●体験レッスンの20％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

上田市中之条101-1利幸第2ビル201号
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我孫子
わ び こ

設備設計 №33 Aya(我孫子文子)
●上下水道・水まわりの修理 お引き受けします

●消費税分「ま～ゆ」をお使いください

上田市諏訪形113-1

℡&Fax 26-2679

命の授業 №232 民ちゃん
ずいぶん昔のことですが、朝の NHＫのテレビ

で、「命の大切さ」を子供たちに伝えている先生

のことをやっていた。

ある中学校の保健の先生が、乳ガンで治療し

ていてよくなり復帰した。そしてその学校での子

供たちの何気なく使っている言葉の中に「馬鹿」

｢死ね｣「くたばれ」｢殺すぞ｣「くせえ｣「やっちま

え」など今まで聞き流していた言葉に大変ショッ

クを受けた。自分のガンを宣告され、死の恐怖を

体験した身にとって、とても耐え難い言葉の響き

であった。

その時から命の大切さを伝えなければと、総

合学習で「命の授業」を始めたと言う。自分の体

験を話して、言葉がどれほど人を傷つけるものか、

そして、人の話を聞いたり読んだりしただけでは

伝わらない、出会いの中でしか伝わらないもの

があると思い、実際に脳性まひの子供を学校に

呼んで、足で筆を持ち、字を書く姿を見せたり、

ハンセン病の施設を訪れ、その人たちの話を聞

かせていた。

中学生はよく泣いたり、笑ったり、ゴムまりのよ

うに弾む不安定さがある。傷つきやすい、それだ

けに素直に受け入れてくれる、と、一心に授業に

取り組んでいた。

その先生がまたガンが再発して治療を受ける

ことになった。その苦しい中で学校に戻るか迷っ

ているとき、卒業を前にした子供たちが見舞いに

来てくれた。そして、是非学校に戻って後輩に

先生の言葉を伝えていって欲しいと言われ、ま

た戻ることを約束する。その時の励ましの手紙の

中に｢一日を悔いなく精一杯生きろと先生は言う

けど、明日死ぬかもしれないと思う中で今日生き

るのは難しい｣｢ハンセン病の差別の中で堂々と

立ち向かい生きている人たちの心の強さ、優しさ

に勇気をもらいました｣などなど。

インターネットの世の中で大事なものが失われ

ていく今、心打たれる出会いを一つでも多く持っ

て欲しい。そして世の中を変えられなくても、自

分を変えられる。自分だけが良ければでなく、相

手の気持ちを考えて欲しいと。子供たちの苦し

みに真正面から付き合い、一緒に考えてくれる

先生の命の授業のお話だった。

信じられない出来事が日常茶飯事に起きてい

る今、命の大切さを真剣に伝えている先生がい

るんだと胸が熱くなる思いがした。

ま～ゆの活動もプロではないけど、素人の素

朴なぬくもりを伝え合う、共通する大切なものが

あるように思った。

私
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震災から４年

私たちつながるマーケットも 今回で10回目を迎えます

今まで被災地に 300万円近い義援金を届けてきました

これも出店者の皆さま そして足を運んでくださる皆さま

想いを寄せてくださる皆さまのお陰です

本当にありがとうございます

これからも私たちは 被災地支援を続けます

あの日のことを忘れず 復興できるその日まで

編集を終わって

またまた発行が遅れてしまいました。｢泣き言｣まで使って原稿の催促をしておき

ながら、申し訳ありません。

今号の｢ま〜ゆ会員に聞きました｣は物⼼ついてからのたった数年で実に様々な経

験をされていることに感嘆しました。〝事実は小説より奇なり〟は高橋圭三アナ

が⽩⿊テレビ時代の⼈気番組｢私の秘密｣で冒頭に使っていた⾔葉ですが、(若い人

にはチンプンカンプン？ご免なさい)それぞれの境遇は複雑多岐にわたっていて

大変興味深く読ませていただきました。また幼くして個性が出てくるものなんで

すね。人生のドラマがこの頃から始まっているのは驚きです。

おかげさまで85号は充実した内容になりました。 都々平

－20－

義援金の送り先・・・

岩手県大槌町の
こどもたちのため

【主催】つながるプロジェクト

【後援】上田市

【問合わせ先】 つながるプロジェクト(中村) 電話：０７０６６１２０４８９

メール:tsunagaru311@yahoo.co.jp

プログ★http://ameblo.jp/tsunagaru-mk/ フェイスブックページあります★

DVD 連続上映会
鎌仲ひとみ監督の

① ～ ④
新作｢小さき声のカノン｣の３月公開に合
わせて撮影中に作られた チェルノブイリ
や福島の母と子たちの現状を見やすく
レポート
｢カノンだより(カマレポ)｣を上映します

中央公民館３階 第１第２学習室和室
全部水曜日で夜７時からです

詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

寿
限
無
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す

① ３月 ４日(水)
② ３月 11 日(水)
③ ３月 18 日(水)
④ ３月 25 日(水)

毎回 19：00～



４月 12 日(日)
午後 1 時 30 分～
(桜前線の模様を見て

変更の場合があります)

代 表 安 井 啓 子

ま～ゆ 連絡先 前 田 光 俊

〒386-0041 上田市 秋和 503-6
TEL 27-1230

ホームページ

http://mayu.lolipop.jp/santo/

会場は☀ 晴れたら 図書館横の公園

☂ 雨が降ったら公民館で｢花より団子｣

※詳細はま～ゆ通信で

４月 10 日 サイクリング 諏訪湖１周 (温泉付き) ○責 ねこ ○責 ＝責任者

24 日 満蒙開拓会館見学○責 ケセラ

５月 スケッチ散歩 (野倉道祖神周辺)○責 にゃんこ先生

６月 昭和のＮＨＫ紅白歌合戦鑑賞○責 都々平

７月 工場見学こんにゃくパーク(群馬県甘楽町)ミーすけ

８月 山城めぐり ○責 パレちゃん

９月 北国街道まち歩き小諸→田中○責 ちゃーこ

10 月 登山 十観山○責 今井・きよちゃん

11 月 バス旅行(一泊)氷見でおいしい魚を食べよう ○責 ねこ
大まかな予定です。行事が近くなりましたらお知らせします。

楽しいこといっぱいです。皆様気軽に参加してください。 レクリエーションチームリーダー ミーすけ

蕎麦処 いちや №312 牧野隆彦
●お食事代の 5％をまーゆでお使いください

●環境やお財布にもローインパクトな蕎麦屋を目指して

います平日は予約制となっています

※前日までにご予約頂いたお客様には一品サービスし

ます

上田市住吉1160 ℡25-1841／携帯

今年のレクリエーション計画
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